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防災意識の向上を　　　　　小山田地区防災連絡協議会　会長　萩　伸元

昨年､小山田地区防災連絡協議会が設立され､地道な活動を積み重ねて参りました｡今まで小学校での

防災訓練臥型にはまって､新鮮味に欠けていました｡本年は町ごとに世代を越えた､住民の顔が見える

独自性が発揮できる手づくりの訓練を行なうこととしました｡すでに山田町自主防災隊･捻括の清水正自

治会長は､全町の住宅地図による救出､救護､一日でわかる班別の､のぼり旗や､夜光のr腕章｣も出来上

がり､万が一に備えて準備が終わっています.

一方､十月六日､美里町自主防炎隊･稔括の佐野聖司自治会長は､放水と消火を､七日には西山町自主

防炎隊･総括の矢田定信自治会長は救護や情報伝達を､同じ日､鹿聞町自主防炎隊の山家多幸男隊長は､

巨大地簾を想定した人命救助､炊き出し臥元気になる会が担当し､十四日には内山町自主防炎隊･総括

の加藤親彦自治会長が放水と､それぞれの訓練が盛況に行なわれました｡防災行政無線やトランシーバ-

を使って､町民捻ぐるみの訓練が特徴でした｡自然災害は､いつおきるかわかりません｡故事を最小限に

するため､日ごろからたえず訓練の重要性を認識し､いざ､という時に備えなければなりません｡四日市

で一番の高齢化率が高いのは小山田です｡災書時のr要援護者台軌も完備し､安心して住める明るく楽し

い小山田にするため､官民が一体となって防災意識の向上を目ざします｡私たちの町は"自分たちで守る"

を合言葉に､地区をあげて取り組みますので､力強いご協力を切にお患いします｡



それぞれの地区で独自の防災への取り組みや訓練が行なわれています｡小山田地区消防分幸
t

田の方々や地域講師の方々にお世話になっています｡ご協力ありがとうございます｡　　■
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美里町自主防災訓練

10月6日に美里地区では第1回目の自主防災

訓練が太陰の家広場付近で行なわれました｡自

治会やヤマギシの方々との合同で放水訓練や消

火器での初期消火を多くの方に実際に体験して

もらい､防災への意識向上を図りました｡

ヽ-------------~~~~~暮-----~~~~~~--



～私たちの手写の満額訓練～

研 会を行いました

小山田地区防災連絡協議会は平成1 9年6月

2 1日の捨金後に､県地区自主防災協議会会長の

羽木政徳氏を講師に迎え｢地域防災への取り組

み｣をテーマに研修会を実施しました｡防災台帳

の作成と発災型防災訓練への取り組みについて､

また地域防災の重要性を熱く語っていただきま

した｡小山田地区の今後の自主防災活動の活性化

を図るための参考となりました｡



く防災模許コンクール)審査触
平成1 9年､小山田地区防災連絡協議会主催による､防災啓発のための壕静コンク

ールに多数応募ありがとうございました｡蕃壷の結果､入賞作晶は次のとおI)です.

優　秀　賞

◇一般の部･不意にくる　あわてぬ用心　日頃から

･自主防災　安否ひと声　地域の輪

･防炎も　家族みんなで　嵩し合い

◇小学生の部･ここだよね　もしものときの　ひなん場所

･行ってきます　出かける前には　火元点検

◇中学生の部･火災､青炎､準備良し!

･大切な　家族の合　守るため

山田町　矢田文男

鹿問町　住田淳子

虚聞町　萩　伸元

小山田小4年　久志本紘弥

小山田小4年　須藤愛未

西陸中1年　三文字鹿大

西陸中1年　萩村美和

･地責が起きた時では間にあわない今からしよう!地幕対策日西陸中1年　剛り　倭

･事前の準備が故事を減らす　　　　　　　　西陸中1年　藤田　光

･少しでもそなえておこう地震対策　　　　　西陸中2年　平山航大

･地蓑の時､緊急避難所いけますか?　　　　西陸中2年　小林顕斗

･忘れたころにやってくる　大地がゆれる日遠くない　西陸中2年　森　優志

･備えあれば後悔なし　　　　　　　　　　　西陸中2年　安井俊徳

･ rまた今度jそれではおそい確認･点検　　　西陸中3年　清水真菜華

･確かめよう　出かける前に　火の元を　　　西陵中3年　森　愛理

･あせらずに　まず落ち着いて　行動を! !　西陸中3年　北　恵理奈

佳　作

◇一般の部　●訓練は　尊い合　守ります　●訓練は"すわ"に備えて　日ごろから

●あわてない　おぼえて救護　生かします(鹿同町　萩チカ子) ●いざという時　地域のつながり

(美里町　川島敬子) ●クッキング中　離れる時は　火を止めて! (鹿聞町　北角智子)

◇小学生の部　●さいがいがおきたらみんなでたすけあおう(小山田小2年　平尾美結) ●そなえま

す　まずはやっぱり水　食りよう(小山別､4年　森川荊名) ●注意する確認するふせげることはた

くさんあるよ(小山田小5年　伊藤柊香) ●だいじょうぶいつきても準備ぼんたん(小山別､6年　湊

安倍美)

◇中学生の部　●気をつけよう　地衷はぜったいおこるんだ(西陸中1年　田Jrl美樹) ●いつくるか･

わからぬ地震に備えよう(西陸中1年　山下亜宗) ●備えよう何かあってはもうおそい(西陸中1年

辻　夏穂) ●災害起きたら人助け(西陸中2年　山門正喜) ●そなえてる?水や食料　命耕(西陵

中2年　森川亜美) ●たばこを吸ったら､最後まで責任をもってあとしまつ(西陸中2年　鎌田かお

り) ●自分の不始末　合とり(西陸中2年　水谷省吾) ●いつおきるかわからない!油断するな! !

(西陸中2年　田川結架) ●地震の時にはみんなで助けあおう! ! (西陵中3年　鈴木美奈) ●災

害はふとした時にやってくる(西陸中3年　森　久之) ●火の怖さ　すべての人が　覚えよう(西陵

中3年　田中奈々)


